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内
訳

施設の適切な管理運営により、林業の発展、林業従事者の地位向上、森林の持つ公益的機能の普及、啓発を推進す
る。
市民の利便に資するよう、設置目的に合致した適切な管理を実施する。

市立駐車場については、地域活性・交流拠点整備事業とスケジュール調整をしながら、引き続き、施設の適切な管理運
営を実施していく。また、林業総合センターについては林業振興とともに地域活性・交流拠点整備事業との連携を図り、
木と親しむことのできる施設として活用を進める。太井山村広場は引き続き地域住民の交流の場としての機能が果たせ
るよう適切な管理に努める。
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各施設の機能が設置目的に合致し、十分発揮できるよう適切な管理運営を行う。
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太井山村広場の維持管理を行う。
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地域住民の交流の場としての機能が果たせるよう今後も継続して管理運営を行っていく。
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事業：森林・林業振興施設管理事業                                

森林の持つ公益的機能の普及・啓発及び林業従事者の地位向上を目的とした森林・林業振興施設や、市民の利便

に資するための施設の管理運営を行った。 

 

１．森林・林業振興施設の管理運営 

(1) 太井山村広場管理業務 

  川上地区における太井山村広場は、地域住民の交流の場として整備された施設であり、施設の維持管理を実

施した。 

 

(2) 市立駐車場管理運営業務 

  花の文化園や林業総合センターを使用する者等の利便に資するために設置した河内長野市立第１駐車場と河

内長野市立高向宮の下駐車場の管理運営業務を指定管理者である大阪府森林組合によって実施した。 

 

(3) 林業総合センター管理業務 

  林業総合センターは、林業の発展と林業従事者の地位の向上に資するため設置され、指定管理者である大阪

府森林組合により管理運営業務を実施した。 

 

 

         太井山村広場            林業総合センター 多目的実技実習室 （木工室） 

 

細事業：太井山村広場管理事業                             

１．太井山村広場管理業務 

地域住民の交流の場として整備された太井山村広場の維持管理を実施した。 

 

太井山村広場管理業務委託料  252,000 円 

 太井山村広場の清掃・除草等の業務委託 

 

 

 

 


